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　５月 15日にナント市で開催された記念事業に中原市長と文化団、新潟・
フランス協会を中心とする市民団が出席しました。記念植樹を行ったほか、
日本料理のふるまい、三味線や永島流新潟樽

たる

砧
きぬた

伝承会の演奏などを披露し
ました。
　ことし秋ごろにはナント市代表団が本市を訪問する予定です。

こ こ で は ス ポーツ、文化
などを通して 交流を続けて
きた人たちの 活動を紹介し
ます。

国際交流の　さまざまな

かたち

特　集特　集

本
市
と
ハ
ル
ビ
ン
市
は
さ
ま
ざ
ま
な

分
野
で
交
流
を
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の

中
で
も
市
民
が
中
心
と
な
り
ス
ポ
ー
ツ

を
通
し
て
交
流
を
し
て
き
た
団
体
が
新

潟
市
太
極
拳
協
会
で
す
。
同
協
会
は
昭

和
59
年
に
発
足
し
、

現
在
ジ
ュ
ニ
ア
を

合
わ
せ
５
８
５
人

が
所
属
し
て
い
ま

す
。同

協
会
会
長
の

土
田
公
一
さ
ん
に
話

を
伺
い
ま
し
た
。

ハ
ル
ビ
ン
市
と
の
交
流
に
つ
い
て

教
え
て
く
だ
さ
い

言
語
や
文
化
の
違
い
、
政
治
な
ど
難

し
い
こ
と
は
考
え
ず
、
30
年
以
上
楽
し

く
交
流
し
て
き
ま
し
た
。

昭
和
60
年
に
本
場
の
太
極
拳
を
学
ぶ

た
め
、
ハ
ル
ビ
ン
市
太
極
拳
友
好
交
流

団
を
本
市
に
招
待
し
た
こ
と
か
ら
交
流

が
始
ま
り
ま
し
た
。
翌
年
、
当
協
会
が

招
待
さ
れ
代
表
団
４
人
が
訪
中
し
ま
し

本
市
と
ナ
ン
ト
市
と
の
友
好
関
係
は

市
民
同
士
の
交
流
か
ら
発
展
し
て
き
ま

し
た
。
そ
の
中
心
と
な
っ
て
い
る
の
は

平
成
３
年
設
立
の
「
新
潟
・
フ
ラ
ン
ス

協
会
」
で
す
。
約
３
０
０
人
の
会
員
が

お
り
、
ナ
ン
ト
市
と
の
交
流
の
ほ
か
、

新
潟
市
内
で
月
１
回
の
定
例
会
を
行
っ

て
い
ま
す
。

同
協
会
代
表
理
事
の
本
間
彊
さ
ん
に

話
を
伺
い
ま
し
た
。

ナ
ン
ト
市
と
の
交
流
に
つ
い
て

教
え
て
く
だ
さ
い

以
前
か
ら
親
交
の
あ
っ
た
当
時
の
フ

ラ
ン
ス
大
使
館
公
使
の
「
新
潟
に
フ
ラ

ン
ス
と
交
流
す
る
団
体
が
あ
る
と
い
い

ね
」
と
い
う
言
葉
が
き
っ
か
け
で
、
当

協
会
を
設
立
し
ま
し
た
。
設
立
し
て
す

ぐ
に
、
ナ
ン
ト
市
に
あ
る
日
本
と
親
交

を
深
め
る
団
体「
ア
ト
ラ
ン
テ
ィ
ッ
ク
・

ジ
ャ
ポ
ン
協
会
」
と
交
流
が
始
ま
り
ま

し
た
。
そ
の
協
会
に
本
市
へ
の
留
学
経

験
者
が
所
属
し
て
お
り
、
新
潟
の
話
で

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
ナ
ン
ト
市
の
人

スポーツで世界とつながる市民が開いた国際交流の扉

新潟市太極拳協会新潟市太極拳協会

会長　会長　土田　公一土田　公一 さん さん

Q  　

国
際
交
流
員
っ
て
ど
ん
な
人
？

A  　

本
市
で
翻
訳
・
通
訳
や
国
際

交
流
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
実
施
を

し
て
い
る
市
の
職
員
で
す
。
外

国
人
住
民
の
生
活
支
援
に
も
協

力
し
て
い
ま
す
。

Q  　

本
市
に
は
ど
こ
の
国
の
交
流

員
が
い
る
の
？

A  　

ア
メ
リ
カ
、
中
国
、
ロ
シ
ア
、

韓
国
、
フ
ラ
ン
ス
の
５
カ
国
の

交
流
員
が
そ
れ
ぞ
れ
１
人
ず
つ

い
ま
す
。

国
際
交
流
員
を

 

知
っ
て
い
ま
す
か
？

・
各
国
の
文
化
理
解
講
座

・
各
国
の
料
理
教
室

・
国
際
交
流
員
と
の

　

お
し
ゃ
べ
り
サ
ロ
ン

・
国
際
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト

関
連
記
事

　

  

別
冊
情
報
ひ
ろ
ば
４
面
に
掲
載

た
。
そ
の
後
も
互
い
に
行
き
来
し
て
交

流
を
重
ね
、
訪
中
メ
ン
バ
ー
は
１
０
０

人
ほ
ど
に
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

ハ
ル
ビ
ン
市
の
人
た
ち
は
、
私
た
ち
の

こ
と
を
「
朋ポ

ン

友ヨ
ウ（
中
国
語
で
友
人
）」
と

親
し
み
を
込
め
て
呼
ん
で
く
れ
る
の
で

う
れ
し
い
で
す
ね
。

私
は
４
回
目
の
交
流
か
ら
参
加
し
て

い
ま
す
が
、
初
め
て
ハ
ル
ビ
ン
市
で
太

極
拳
を
見
た
時
に
レ
ベ
ル
の
差
を
肌
で

感
じ
、
こ
の
経
験
を
今
後
に
生
か
そ
う

と
強
く
思
っ
た
こ
と
を
今
で
も
覚
え
て

い
ま
す
。

今
後
に
つ
い
て

教
え
て
く
だ
さ
い

中
国
で
も
レ
ベ
ル
の
高
い
ハ
ル
ビ
ン

の
太
極
拳
か
ら
技
術
を
習
得
で
き
た
こ

と
も
あ
り
、
新
潟
は
県
全
体
で
太
極
拳

の
レ
ベ
ル
が
上
が
り
ま
し
た
。
大
会
で

も
上
位
入
賞
し
て
い
ま
す
。
こ
の
技
術

を
生
か
し
て
、
新
た
に
太
極
拳
を
始
め

る
人
や
ジ
ュ
ニ
ア
の
育
成
に
力
を
入
れ

て
い
き
た
い
で
す
。

活動の様子活動の様子

ナント市主催　姉妹都市提携10周年記念事業に参加

トピックス

人口：962.1万人（2018年現在）　面積：53,100㎢

　中華人民共和国黒龍江省の都市。東北地
方北部の政治・経済・文化・金融の中心。冬
になると最低気温がマイナス30度に達する
こともある。「氷の都」とも呼ばれ「ハルビン
国際氷

ひょう

雪
せつ

まつり」には多くの観光客が訪れる。

ハルビン市ってどんなところ？

ハルビン市

国際交流協会　☎ 025-225-2727
月～土曜９時～ 17時
※祝・休日、年末年始を除く
中央区礎町通 3-2086　
（クロスパルにいがた内）

国際交流に興味のある人は
国際交流協会へ

Tsuchida

Koichi

■姉妹都市 ※提携年

・昭和40   ガルベストン市
（アメリカ合衆国テキサス州）

・昭和40   ハバロフスク市
（ロシア連邦ハバロフスク地方）

・ 平成３   ウラジオストク市
（ロシア連邦沿海地方）

・平成17   ビロビジャン市
（ロシア連邦ユダヤ自治州）

■交流協定都市 ※締結年
・平成18ウルサン広域市（大韓民国）

は
明
る
く
て
優
し
い
人
が
多
く
、
フ
ラ

ン
ス
語
が
話
せ
な
く
て
も
す
ぐ
に
仲
良

く
な
り
ま
し
た
。

音
楽
分
野
を
中
心
に
交
流
を
始
め
、

三
味
線
奏
者
と
一
緒
に
ナ
ン
ト
市
へ
訪

問
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
本
市
に
は

ナ
ン
ト
市
の
交
響
楽
団
や
映
画
監
督
を

招
き
、演
奏
会
や
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

両
協
会
の
活
動
に
は
、
元
ナ
ン
ト
市

長
で
そ
の
後
フ
ラ
ン
ス
の
首
相
に
も

な
っ
た
エ
ロ
ー
氏
が
大
き
く
関
わ
っ
て

い
ま
す
。
エ
ロ
ー
氏
は
立
場
が
変
わ
っ

て
も
、
当
協
会
が
ナ
ン
ト
市
へ
訪
問
す

る
と
き
は
必
ず
会
い
に
来
て
く
れ
て
、

温
か
い
友
情
を
感
じ
て
い
ま
す
。

今
後
に
つ
い
て

教
え
て
く
だ
さ
い

私
た
ち
の
交
流
か
ら
姉
妹
都
市
提
携

に
至
っ
た
こ
と
は
当
協
会
の
誇
り
で

す
。
こ
れ
か
ら
も
食
や
音
楽
な
ど
を
一

緒
に
楽
し
み
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り

を
大
切
に
し
て
交
流
を
続
け
て
い
き
た

い
で
す
。

そ
の
ほ
か
の

 

外
国
と
の
つ
な
が
り

　

本
市
は
世
界
５
カ
国
７
都
市
と

積
極
的
な
都
市
間
交
流
を
推
進
し

て
い
ま
す
。

●
姉
妹
・
友
好
都
市

　

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
交
流
す
る

こ
と
を
目
的
に
提
携
書
を
交
わ
し

た
都
市
。
姉
妹
都
市
と
友
好
都
市

の
明
確
な
定
義
は
な
く
、
ア
メ
リ

カ
で「S

シ
ス
タ
ー

ister c

シ
テ
イ

ity

」と
呼
ば
れ
た
こ

と
か
ら
直
訳
で「
姉
妹
都
市
」と
呼

ぶ
。
中
国
の
都
市
と
の
間
で
は「
友

好
都
市
」と
呼
ん
で
い
る

●
交
流
協
定
都
市

　

両
都
市
で
今
後
さ
ら
に
交
流
を

発
展
さ
せ
た
い
と
い
う
考
え
で
一
致

し
た
場
合
、
交
流
協
定
を
締
結
す
る

●
53
年　

  

亀
田
郷
土
地
改
良
区
が
黒

龍
江
省
三
江
平
原
の
土
地

改
良
事
業
調
査
に
協
力

●
54
年　

友
好
都
市
提
携

●
57
年　

  

医
学
研
修
生
交
流
が
始
ま
る

●
60
年　

水
道
技
術
交
流
が
始
ま
る

　
　
　
　

太
極
拳
交
流
が
始
ま
る

●
元
年　

  

ハ
ル
ビ
ン
市
に「
ハ
ル
ビ
ン

新
潟
友ゆ

う

誼ぎ

園え
ん

」（
公
園
）開
園

●
５
年　

青
少
年
交
流
が
始
ま
る

●
７
年　

  

環
境
分
野
で
の
交
流
が
始

ま
る

　
　
　
　

  

ハ
ル
ビ
ン
市
開
催
の
商
談

会
に
初
出
展

●
10
年　

  

新
潟
―
ハ
ル
ビ
ン
定
期
航

空
路
が
開
設

●
11
年　

  

提
携
20
周
年
を
記
念
し
友

好
交
流
団
を
相
互
派
遣

●
14
年　

  

ハ
ル
ビ
ン
市
提
供
の
ラ
イ

ラ
ッ
ク
の
苗
木
を
植
樹
し

た
天
寿
園
前
の
通
り
を「
ラ

イ
ラ
ッ
ク
通
り
」と
命
名

●
21
年　

  
ハ
ル
ビ
ン
市
太
極
拳
代
表
団

が
新
潟
国
体
の
行
事
に
参
加

　
　
　
　

  「
友
好
の
翼
」市
民
訪
問
団

が
訪
中

●
27
年　

  

ハ
ル
ビ
ン
交
響
楽
団
が
公
演

●
29
年　

  

本
市
の
政
令
市
移
行
10
周

年
記
念
事
業
に
ハ
ル
ビ
ン

市
代
表
団
が
出
席

昭和平成

人口：30.3万人（2017年現在）　面積：65.19㎢

　フランス共和国の首都パリから超高速列車
で約２時間。水と緑に囲まれた美しい街で、
人口規模が国内第６位の都市。LRT（次世代型
路面電車）など公共交通が発達しているほか、
歴史的建造物も数多く残る。

ナント市

ナント市ってどんなところ？

●
３
年　

  

新
潟
・
フ
ラ
ン
ス
協
会
設
立

●
８
年　

  

ナ
ン
ト
市
で「
新
潟
フ
ェ
ア
」開
催

●
10
年　

  

本
市
で「
ナ
ン
ト
フ
ェ
ア
」開
催

●
11
年　

  

交
流
協
定
調
印

●
12
年　

  

本
市
の
ジ
ャ
ズ
ト
リ
オ
が

ナ
ン
ト
市
の
音
楽
祭
に
参
加

●
14
年　

  

新
潟
市
美
術
館
で「
ナ
ン

ト
美
術
館
展
」開
催

●
19
年　

  

新
潟
・
フ
ラ
ン
ス
協
会
が

ナ
ン
ト
市
開
催
の「
ジ
ャ

ポ
ン
フ
ェ
ア
」に
参
加

●
21
年　

  

姉
妹
都
市
提
携

　
　
　
　

 N

ノ
イ
ズ
ム

oism

が
ナ
ン
ト
市
で

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実
施

　
　
　
　

  

ナ
ン
ト
市
長
が
来
訪

●
22
年　

  

ラ
・
フ
ォ
ル
・
ジ
ュ
ル
ネ

新
潟
音
楽
祭
を
開
催（
〜

29
年
）

●
29
年　

  

本
市
の
政
令
市
移
行
10
周

年
記
念
事
業
に
ナ
ン
ト
市

代
表
団
・
文
化
団
が
出
席

平成

交
流
の
歩
み

　７月16日(火)に中国ハルビ
ン花園小学校の１・２年生18人
とその保護者が、国際交流の一
環で東区の牡丹山小学校を訪
れました。
　全校児童による歓迎会や、
２・３年生との日本文化に触
れる遊び、給食体験などを通
して交流を深めました。
　児童同士はすぐに打ち解け、ジェスチャーを交えて紙
相撲やけん玉遊びなどで盛り上がりました。
　牡丹山小学校の渡辺校長は「ハルビン市の子どもたち
と直接触れ合ったことは児童たちにとって貴重な機会と
なった」と話しました。 

ハルビン市と本市の小学生が交流しました

トピックス

交
流
の
歩
み

盛

上

市

Hom
m
a

Tsutom
u

国
際
交
流
事
業
の
紹
介

ハルビン国際氷雪まつりハルビン国際氷雪まつり市内を走るLRT市内を走るLRT

国際交流員国際交流員
イム・ユーリヤさんイム・ユーリヤさん
（ロシア出身）（ロシア出身）

国際交流員
洪
ホン
　蔡
チェ
利
リ
さん

（韓国出身）

左からソブザック副市長、中原市長、ロラン市長 日本料理のふるまいの様子

　今回の取材で印象的だったのは「外国語を話せ
なくても、相手を理解しようとする気持ちがあれ
ば交流はできる」という言葉でした。 
　言語や文化の違いなど難しく考えず、音楽や料
理、スポーツなど身近な興味のあることをきっか
けに交流の一歩を踏み出してみませんか。そうす
ることで、多様な価値観に触れることができるの
ではないでしょうか。 

国際交流員国際交流員
シャーリーン・シャーリーン・
ウールソンさんウールソンさん
（アメリカ出身）（アメリカ出身）

新潟・フランス協会

代表理事　本間　彊
つとむ

 さん

ハルビン市の児童（右）とハルビン市の児童（右）と
紙相撲を楽しむ様子紙相撲を楽しむ様子

問同協会事務局
　（☎025-228-2150）
　※  水・木・金曜15時～
16時半のみ

問同協会事務局
　 （株式会社丸屋本店内 ☎025-225-2424）

広告掲載の申し込みは（株）新潟日報サービスネット（☎025-233-3500）へ、１枠（7.3㎝×12.1㎝）160,000円（税込、制作料別途）。掲載した広告についての問い合わせは各広告主へ


